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 これまでの多くの研究で、加齢に伴う概日時計の乱れが老化の主

要な原因の一つとされてきました。概日時計は、生体恒常性の維持

において重要な役割を果たしており、その中枢は視交叉上核に存在

し、末梢組織に存在する末梢時計と相互作用しながら体内の概日リ

ズムを形成しています。しかし、加齢や生活習慣の変化などによっ

てこのリズムが乱れると、老化の症状が現れることが知られていま

す。特に、概日時計成分である Bmal1 を欠損したマウスでは、概日

リズムが乱れるだけでなく、サルコペニア様の筋肉の衰弱が見られ

早老化を示します。 

今回紹介する論文では、Bmal1 欠損マウスを用いて脳と筋肉の各

組織単独、もしくは両方で Bmal1 を再発現させることで各組織時計

の筋組織恒常性維持における役割の解明が試みられました。筋肉の

みで Bmal1 を再発現させた場合、筋機能の早老化を防ぐことはでき

ませんでした。一方、脳と筋肉の両方で Bmal1 を回復させたマウス

では、筋機能老化の大幅な抑制が観察されました。このことから、

サルコペニア予防には、脳と筋肉の時計による相互のコミュニケー

ションが必要であることが示されました。 

興味深いことに、脳のみで Bmal1 を回復させたマウスの活動期に
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は多くの筋組織遺伝子が発現亢進し、正常マウスおよび脳・筋肉

Bmal1同時回復マウスの活動期には正常化しました。このことより、

筋肉では非特異的なリズム機能を防ぐために、中枢時計などからの

不要なシグナル情報をフィルタリングしていることが示唆されまし

た。加えて、食事時間の制限を設けることで中枢時計が乱れている

加齢マウスにおいて、中枢時計のリズム回復とともに筋機能不全を

防ぐ可能性が示唆されました。 

今回の研究で、脳と筋肉の概日リズムを相互調整させることが筋

機能恒常性維持に重要であり、規則正しい食事パターンがサルコペ

ニアの進行抑制に繋がることが明らかにされました。今後のさらな

る詳細な解析により、ヒトでも同様なサルコペニア予防効果が得ら

れることが期待されます。 
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